
赤ちゃん誕生祝い金を交付しました

下北山保育所　園児による発表会

きなりの郷とは…純粋、素朴、まざりけのないと言った意味で、「本物の暮らしのある村」という願いを込めた言葉です。

広報 令和７年 （2025）

赤ちゃんの誕生を祝福し、あわせて健やかな成長を願い
「赤ちゃん誕生祝い金」が交付されました。

草野　まな　ちゃん（父・涼さん　母・みなみさん）
（令和6年8月6日生まれ）
　「父ちゃんのつくる下北春まなの様に、強く、
　　　　　　　　　　　　　ユニークに育ってね！」

　令和６年12月14日、園児27名による発表会が小中学校体育館で行わ

れました。

　今回の発表会は、子どもの祖父母（村外）やご近所の方のご来場もあり、

例年より多くの方にお越しくださり、子どもたちも大変喜んでおりました。

　約１ヶ月の間、子どもたちは全体練習・組別練習を何度も反復練習し、

セリフやダンスを必死に覚えようと頑張ってくれました。子どもたちは、お父さ

んやお母さんに成長した姿を見てもらおうと一生懸命舞台上を駆け回り、本

番はその成果が表現できた発表会となりました。

広報誌に掲載しきれない写真や情報などをインターネットで発信していますので、ぜひご覧ください！

村の情報を発信しています

▲村の暮らしを届ける
ウェブサイト「きなりと」

▲LINE ▲YouTube ▲Facebook ▲Instagram

二十歳のつどい

人の動き

http://www.vill.shimokitayama.nara.jp/
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令和６年12月31日現在

転入　１人
出生　０人
転出　１人
死亡　１人
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509戸
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　旧庁舎は、昭和11年に建設されて以降88年の長きにわたり行政の拠点として下北山村の発展を支

えてきましたが、老朽化が進むとともに耐震性の問題等があり庁舎の移転が議論され、検討委員会

や議会で検討した結果、遊休施設となった旧下北山小学校を改修して庁舎を移転することに決定し、

令和５年度に改修工事に着手しました。令和６年３月には改修工事が完了し、その後関連備品の納

入や各種システムの移設等を行い、令和７年１月５日に開庁式を迎えることができました。

　開庁式には関係者24名が出席し、正面玄関でテープカットが行われた後、議場で式典が行われま

した。南村長の式辞に続いて、総務課長から工事経過報告が行われた後、改修工事を請け負った㈱

森下組と設計・工事監理を請け負った㈱桝谷設計の代表２名の方へ感謝状が贈呈されました。その

後、来賓者を代表して下北山村議会の栗本武平議長より新庁舎開庁にあたりお祝いのことばが述べ

られ式典が終了しました。

※ 令和７年１月６日から新庁舎での業務がスタートしています。

執務室への立ち入りについて

　下北山村役場では、皆さんの大切な個人情報を守るため、役場庁舎執務室への職員以外の立ち入

りを禁止させていただいております。

　ご相談や打合せなどは、会議室・相談室で行わせていただきますので、１階の「総合案内」にお

申し出ください。

◆新庁舎施設概要◆

■施設の規模 庁舎棟

 鉄筋コンクリート造　３階建（庁舎部分1・2階）

 延床面積　 1,180㎡（1・2階）

 多目的ホール棟　 延床面積　120㎡

 倉庫棟　 延床面積　62㎡

■事　業　費 旧下北山小学校改修工事 542,765,000円

 ランチルーム改修工事 20,966,000円

 非常用発電機設置工事 54,345,500円

 電話設備設置工事 4,311,120円

 駐車場等整備工事 33,550,000円

 実施設計及び監理委託業務 52,265,400円

 ネットワーク構築・システム移設業務 66,358,912円

 新庁舎関連備品購入費 57,910,490円

  計 832,472,422円

■財 源 内 訳 庁舎建設基金 726,280,922円

 地方債 92,800,000円

 森林環境譲与税 12,780,600円

 一般財源 610,900円

  計 832,472,422円

出納室・住民課カウンター

村民ギャラリー Gate-Co

役場新庁舎の開庁式が行われました
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　１
月
５
日
、
下
北
山
ス
ポ
ー
ツ
公
園

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
新
春
恒
例
の

下
北
山
村
消
防
団
出
初
式
が
挙
行
さ
れ

ま
し
た
。

　当
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
青
空
の

下
、
68
名
の
団
員
が
参
加
し
分
列
行
進

か
ら
始
ま
り
村
長
挨
拶
の
後
、
団
長
の

訓
示
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　続
い
て
知
事
、
消
防
協
会
等
か
ら
表

彰
さ
れ
た
団
員
を
披
露
し
村
か
ら
も
記

念
品
が
贈
ら
れ
、
次
に
優
良
団
員
に
対

し
て
村
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　そ
の
後
は
、
村
議
会
議
長
、
吉
野
警

察
署
長
並
び
に
吉
野
消
防
署
長
よ
り
日

頃
の
消
防
団
活
動
に
対
し
、
激
励
と
感

謝
の
意
を
表
す
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。　ま

た
、
迫
力
の
あ
る
放
水
演
習
で
は

真
剣
に
取
り
組
む
団
員
た
ち
の
頼
も
し

い
姿
が
み
え
ま
し
た
。

　優
良
消
防
団
員
の
各
表
彰
は
次
の
と

お
り
で
す
。※
階
級
順

奈
良
県
知
事
表
彰

本

　
　部

　副
団
長

　南

　
　守
和

第
３
分
団

　団

　員

　和
田

　英
樹

奈
良
県
消
防
協
会
長
表
彰

第
１
分
団

　団

　員

　大
谷

　安
久

奈
良
県
消
防
協
会
吉
野
支
部
長
表
彰

第
３
分
団

　班

　長

　寒
作

　功
一

第
１
分
団

　団

　員

　中
岡

　直
也

下
北
山
村
長
表
彰

　第
２
分
団

　団

　員

　井
奥

　海
斗

下
北
山
村
消
防
団
長
表
彰

第
２
分
団

　団

　員

　家
郷

　亮
介

第
１
分
団

　団

　員

　小
野

　正
晴

第
１
分
団

　団

　員

　尾
中

　
　優

吉
野
警
察
署
長
感
謝
状

第
２
分
団

　副
分
団
長

　福
岡

　善
哉

第
３
分
団

　団

　員

　平
井

　朋
也

※
階
級
は
授
与
さ
れ
た
時
点
の
も
の
で

す
。

新
春
消
防
団
出
初
式
が

挙
行
さ
れ
ま
し
た
！

新成人おめでとう！～令和７年二十歳のつどい～
　新春早 の々１月３日、若者の帰省に合わせて「成人の日」よりも一足早く、下北山スポーツ公園若者センター
にて、「二十歳のつどい」が執り行われました。南村長の式辞や来賓の栗本村議会議長から新成人へ祝辞
があり、その後、新成人を代表して和田恵歩さんが、「立派な社会の一員として成長していくために一層の努
力を続けていきます。」と誓いの言葉を述べられました。
　この日の誓いを胸に、それぞれの未来に向かって飛躍していただきたいと思います。
　今回成人を迎えられた方は、平成１６年４月２日～平成１７年４月１日に生まれた計４名となりました。
　なお、出席者は次のとおりです。（敬称略）
　嶋中来美・中村真子・野田妃那・和田恵歩
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下
北
山
村
議
会

12
月
定
例
会
を
開
催

令和６年
第４回

〔
一
般
質
問
〕

質
問
者
… 

北
　
德
次
議
員

出
没
す
る
ク
マ
へ
の
対
応
と
予
防
対
策
に

つ
い
て

【
質
問
】
本
年
も
集
落
内
に
お
い
て
ク
マ

の
出
没
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

　
幸
い
人
災
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

本
村
に
お
け
る
ク
マ
出
没
に
対
す
る
対
応

と
、
人
、
農
林
産
物
へ
の
被
害
を
含
め
予

防
対
策
、
捕
獲
や
駆
除
に
つ
い
て
お
考
え

を
伺
い
ま
す
。

【
答
え
】
農
林
建
設
課
長

　
こ
れ
ま
で
ク
マ
は
６
月
か
ら
10
月
に
か

け
て
集
落
付
近
へ
の
出
没
や
、
集
落
の
民

家
裏
に
設
置
さ
れ
た
ミ
ツ
バ
チ
の
巣
箱
、

数
個
が
荒
ら
さ
れ
、
ま
た
栗
の
実
を
捕
食

す
る
様
子
が
目
撃
さ
れ
て
い
ま
す
。
出
没

の
た
び
村
で
は
捕
獲
檻
の
設
置
申
請
を
県

に
提
出
し
、
防
災
行
政
放
送
に
て
注
意
喚

起
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
地
元
警
察
、

猟
友
会
と
共
に
ク
マ
出
没
の
際
の
対
応
方

法
に
つ
い
て
も
話
し
合
い
を
行
っ
て
お

り
、
猟
銃
で
の
有
害
獣
鳥
獣
捕
獲
も
一
定

の
ル
ー
ル
に
従
っ
て
行
う
必
要
が
あ
り
ま

す
が
許
可
も
頂
き
ま
し
た
。
な
お
、
環
境

省
の
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
に
指
定
さ
れ
て
お
り

殺
処
分
は
で
き
ず
、
基
本
的
に
は
駆
除
は

難
し
い
状
況
で
す
。

　
今
後
村
と
し
て
は
人
へ
の
被
害
を
未
然

に
防
ぐ
た
め
、
令
和
７
年
度
奈
良
県
の
ク

マ
対
策
事
業
を
活
用
し
民
家
付
近
の
放
任

果
樹
の
伐
採
を
検
討
し
て
お
り
、
あ
わ
せ

て
民
家
付
近
に
設
置
し
て
い
る
ミ
ツ
バ
チ

の
巣
箱
の
移
動
等
も
今
後
呼
び
か
け
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問
者
…
和
田
晃
裕
議
員

農
林
業
、
特
産
品
へ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て

【
質
問
】
議
会
の
産
業
建
設
常
任
委
員
会

で
過
日
、
11
月
１
日
視
察
訪
問
し
た
高
知

県
本
山
町
で
は
、
杉
や
桧
の
原
木
価
格
が

下
げ
止
ま
り
の
今
、
自
営
業
と
し
て
原
木

シ
イ
タ
ケ
用
の
ク
ヌ
ギ
の
栽
培
が
行
わ
れ

特
産
品
と
し
て
確
立
し
て
い
ま
し
た
。
薪

作
り
を
含
め
コ
ツ
コ
ツ
稼
ぐ
小
さ
な
林
業

も
魅
力
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
ク
ヌ
ギ

の
人
工
林
植
栽
へ
の
補
助
も
あ
る
と
聞
い

て
い
ま
す
。
ま
た
、
ク
ヌ
ギ
の
植
栽
は
、

居
住
地
と
山
と
の
緩
衝
地
に
も
な
り
獣
害

対
策
に
も
役
立
つ
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

村
は
こ
の
取
り
組
み
を
進
め
る
考
え
は
無

い
か
伺
い
ま
す
。

【
答
え
】
農
林
建
設
課
長

　
ク
ヌ
ギ
の
植
栽
を
し
た
い
方
に
は
、
植

栽
補
助
が
0.1
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
、
森
林
計

画
を
立
て
る
等
の
条
件
は
あ
り
ま
す
が
、

国
の
補
助
に
対
し
て
県
の
上
乗
せ
補
助
が

あ
り
ま
す
。

【
質
問
】
さ
ら
に
言
え
ば
村
の
森
林
管
理

の
全
体
計
画
が
分
か
り
に
く
く
感
じ
ま
す

し
、
森
林
環
境
税
の
全
体
的
な
使
途
に
つ

い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

【
答
え
】
村
長

　
村
で
は
森
林
整
備
計
画
を
立
て
て
、
そ

れ
に
基
づ
き
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
環

境
税
の
使
途
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
現

在
は
で
き
る
だ
け
村
産
材
の
木
材
を
活
用

し
た
公
共
施
設
建
設
や
、
自
伐
型
林
業
を

中
心
に
集
落
に
近
い
森
林
の
集
約
化
を
図

る
た
め
主
に
使
用
し
て
い
ま
す
。
今
後
、

公
共
施
設
の
整
備
が
一
段
落
し
ま
す
と
、

森
林
整
備
計
画
に
沿
っ
て
有
効
的
な
使
途

も
広
が
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
し
、
村
の

森
林
の
将
来
を
考
え
て
い
け
た
ら
良
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備
に
つ
い
て

【
質
問
】
11
月
16
日
か
ら
17
日
、
下
北
山

ス
ポ
ー
ツ
公
園
人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
天

然
芝
の
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
第
10
回
き

な
り
カ
ッ
プ
女
子
サ
ッ
カ
ー
大
会
が
行
わ

れ
、
近
畿
一
円
か
ら
強
豪
６
チ
ー
ム
が
参

加
し
ま
し
た
が
、
初
日
に
あ
い
に
く
雨
が

あ
り
、
天
然
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
一
部
が
大

変
水
は
け
が
悪
く
、
部
分
的
に
ぬ
か
る
ん

だ
状
態
で
プ
レ
ー
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
グ

ラ
ウ
ン
ド
状
態
が
良
い
こ
と
は
ス
ポ
ー
ツ

合
宿
地
に
選
ば
れ
る
必
要
条
件
と
考
え
ま

す
。
今
後
の
改
善
へ
の
取
組
に
つ
い
て
お

聞
き
し
ま
す
。

【
答
え
】
地
域
振
興
課
長

　
天
然
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て
は
専
門

家
の
作
業
指
導
を
受
け
令
和
３
年
か
ら
整

備
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
お
か
げ
様
で
ス

ポ
ー
ツ
合
宿
の
お
客
様
か
ら
は
満
足
頂
い

て
い
る
お
声
を
多
く
頂
い
て
い
ま
す
。
土

壌
が
固
い
こ
と
に
よ
る
水
は
け
の
悪
さ
は

課
題
に
な
っ
て
お
り
ま
し
て
、
専
門
家
に

相
談
し
な
が
ら
ス
ポ
ー
ツ
公
園
と
連
携
し

て
土
壌
改
良
の
対
策
を
練
っ
て
い
る
状
況

で
す
。
良
質
な
天
然
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
維

持
す
る
た
め
に
は
費
用
も
か
か
り
ま
す

が
、
サ
ッ
カ
ー
合
宿
の
聖
地
で
あ
る
本
村

に
多
く
の
方
が
訪
れ
て
く
れ
る
こ
と
を
目

指
し
て
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
の
環
境
整
備
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
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質
問
者
…
平
井

　
清
議
員

働
き
盛
り
の
村
民
に
対
す
る
生
活
習
慣
病

へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
日
々
健
康
で
生
き
生
き
と
生
活
す
る
。

年
齢
を
重
ね
て
も
病
気
し
ら
ず
で
、
健
康

寿
命
を
延
ば
す
こ
と
は
、
ど
の
年
代
の
社

会
人
に
お
い
て
も
大
切
で
誰
も
が
願
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

　
本
村
に
於
い
て
は
社
会
教
育
に
於
い
て

単
発
的
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
、
保
健
福

祉
に
お
い
て
は
平
日
の
日
中
実
施
の
ヨ
ガ

教
室
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
平
日
お
勤
め
を
も
つ
村
民
に

対
す
る
健
康
増
進
を
図
る
機
会
作
り
が
弱

い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
慢
性
疾
患
が
始
ま
る
40
歳
か
ら
60
歳
未

満
の
働
き
盛
り
の
本
村
で
の
人
口
は
188
人

の
23.4
％
の
割
合
で
す
。
将
来
の
高
齢
者
と

も
い
え
る
こ
の
世
代
の
働
き
盛
り
の
中
間

世
代
へ
の
健
康
づ
く
り
対
策
の
現
状
、
そ

し
て
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

お
考
え
な
の
か
お
尋
ね
し
ま
す
。

【
答
え
】
保
健
福
祉
課
長

　
こ
れ
ま
で
夜
間
実
施
の
ヨ
ガ
教
室
等
の

開
催
も
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍

も
あ
り
保
健
事
業
が
減
り
、
実
施
で
き
る

平
日
昼
間
開
催
の
事
業
を
工
夫
し
て
効
果

的
な
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
頂
け
る

よ
う
実
施
し
て
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

ど
う
し
て
も
９
割
方
女
性
、
高
齢
者
が
多

く
、
開
催
し
た
夜
ヨ
ガ
教
室
も
男
性
の
参

加
者
が
少
な
い
状
況
で
す
。

　
令
和
３
年
度
の
本
村
の
健
康
寿
命
を
見

る
と
男
女
と
も
、
県
内
で
の
健
康
寿
命
は

短
く
、
ガ
ン
や
循
環
器
疾
患
に
よ
る
死
亡

が
多
い
と
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
79
歳

以
下
で
の
ガ
ン
や
循
環
器
疾
患
に
よ
る
死

亡
が
多
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

以
上
の
こ
と
か
ら
働
き
世
代
へ
の
ガ
ン
検

診
の
受
診
や
精
密
検
査
の
受
診
推
奨
等
各

年
代
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
運
動

教
室
や
料
理
教
室
等
を
実
施
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
次
年
度
に
つ

い
て
働
き
世
代
が
対
象
の
夜
に
開
催
す
る

教
室
や
、
男
性
向
け
の
夜
ヨ
ガ
教
室
の
実

施
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ご
提
案
を
頂
い
た
フ
ィ
ッ
ト
ネ

ス
等
の
機
器
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
村
民

の
ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施
し
、
課
題
を
検
討

協
議
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
質
問
】
運
動
を
す
る
良
い
機
会
と
し
て

村
民
体
育
祭
を
開
催
す
る
考
え
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

【
答
え
】
教
育
次
長

　
過
去
に
実
施
し
て
い
た
村
民
体
育
祭
に

つ
い
て
は
、
参
加
人
数
の
減
少
が
あ
り
行

わ
な
い
こ
と
と
し
て
き
ま
し
た
。

　
開
催
ニ
ー
ズ
が
増
え
て
く
る
状
況
が
あ

り
ま
し
た
ら
再
度
検
討
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

【
答
え
】
村
長

　
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
方
が
関
心
を
も
っ

て
、
健
康
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
は

大
変
大
事
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
奈
良
県
で
は
地
域
総
合
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
の
設
置
を
各
市
町
村
に
指
導
し
て
お
り

ま
す
。
そ
う
い
っ
た
中
で
若
い
方
も
お
年

寄
り
の
方
も
、
色
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
と
か
健

康
づ
く
り
に
、
参
加
で
き
る
仕
組
み
を

作
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
な
い
か
と
、
こ

れ
か
ら
で
は
あ
り
ま
す
が
考
え
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

質
問
者
… 

辻
之
内
　
勇
議
員

里
道
、
水
路
（
法
定
外
公
共
物
）
の
管
理

に
つ
い
て

【
質
問
】
法
定
外
公
共
物
の
里
道
、
水
路

等
は
平
成
17
年
３
月
31
日
ま
で
に
国
か
ら

譲
渡
さ
れ
、
現
在
は
市
町
村
が
管
理
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
本
村
で
は
地
籍
調
査
に

よ
り
集
落
内
の
里
道
、
水
路
に
つ
い
て
は

正
確
な
測
量
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
承

知
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
一
部
、
現
地
に
現
況
が
無
く
、

地
籍
測
量
図
で
確
認
し
な
い
と
里
道
、
水

路
の
位
置
や
規
模
が
わ
か
ら
な
い
現
況
と

な
っ
て
い
る
こ
と
や
、
村
が
管
理
し
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
有
地
に
隣
接
す

る
里
道
、
水
路
を
私
物
化
し
利
用
し
て
い

た
り
、
中
に
は
形
状
を
変
え
て
し
ま
っ
て

い
る
場
所
も
あ
り
、
問
題
視
し
て
い
る
住

民
が
い
る
こ
と
も
承
知
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
村
の
里
道
、
水
路
の
適
正
な
管

理
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
対

処
し
て
い
く
の
か
お
尋
ね
し
ま
す
。

【
答
え
】
農
林
建
設
課
長

　
地
積
測
量
時
に
立
て
た
杭
が
無
く
な
っ

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
分
か
り
に
く
い

場
所
も
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
問
い
合

わ
せ
が
あ
れ
ば
測
量
し
た
デ
ー
タ
が
あ
り

ま
す
の
で
、
現
地
で
確
認
し
対
応
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。
ま
た
制
度
で
は
里
道
、
水
路

と
し
て
の
用
途
及
び
目
的
を
既
に
失
っ
て

お
り
、
ま
た
将
来
に
わ
た
っ
て
も
公
共
の

用
に
供
す
る
必
要
が
な
い
場
合
は
、
近
隣

住
民
や
地
区
区
長
の
意
見
を
伺
い
、
払
い

下
げ
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
お
り
、

現
地
を
確
認
し
対
応
さ
せ
て
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
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　田舎暮らしの本「住みたい田舎ベストランキング」で６位になりました！

　ウェブサイトきなりと

「きなりと」は、村の様々な情報を掲載しているホームページです。素敵な村の風景写真と共に、観光、
宿泊、ふるさと納税の取組み等がご覧いただけます！「日々を読む」ページでは、村民や村外の方が執筆
した文章を掲載しています。村の魅力が詰まった「きなりと」をぜひご覧ください！

「日々を読む」執筆者のお一人をご紹介！
山本　典子さん
群馬県出身。14年にわたり、父の農業に触れながら子
供時代を過ごす。横浜、東京での生活を経て、夫の定年
を機に下北山に移住。再び畑に親しむ中で、植物たちを
眺める喜びに満ち、心豊かな日々を過ごしている。

◀山本典子さんが執筆した「下北山に住んでつれづれ
に思うこと（ネギのこと多め）。」はこちらからご覧
いただけます。

 
宝
島
社
が
発
⾏
す
る
�﹁
⽥
舎
暮
ら
し
の

本
﹂
の
﹁
住
み
た
い
⽥
舎
ベ
ス
ト
ラ
ン
キ
ン

グ
﹂
で
６
位
に
⼊
り
ま
し
た
�
こ
の
ラ
ン
キ

ン
グ
は
�
⼈
⼝
に
対
す
る
移
住
者
の
割
合
や

⾃
治
体
に
対
す
る
ア
ン
ケ
�
ト
等
を
点
数
化

し
順
位
付
け
さ
れ
た
も
の
で
�
移
住
先
を
探

す
読
者
の
⽅
々
に
と

て
は
地
域
の
活
⼒
を

⺬
す
バ
ロ
メ
�
タ
�
と
し
て
活
⽤
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
す
�

 
本
村
で
は
�
近
年
若
者
世
代
を
は
じ
め
と

す
る
転
⼊
者
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
�
住

⺠
基
本
台
帳
の
⼈
⼝
動
態
を
⾒
る
と
�
こ
こ

５
年
間
の
転
⼊
者
の
数
は
 
⼈
�
 
⼈
で
推

移
し
て
お
り
�
村
の
⼈
⼝
に
対
し
て
転
⼊
者

の
割
合
は
⾼
い
と
⾔
え
ま
す
�
令
和
５
年
度

は
�
転
⼊
者
が
転
出
者
を
上
回
り
社
会
増
と

な

て
い
ま
す
�

 
現
在
�
移
住
を
促
進
す
る
取
り
組
み
と
し

て
�
イ
ン
タ
�
ネ

ト
で
の
情
報
発
信
や
空
き

家
の
利
活
⽤
に
よ
る
住
ま
い
の
確
保
�
移
住
体

験
施
設
の
活
⽤
等
を
⾏

て
い
ま
す
�
ま
た
�

村
へ
の
定
住
を
促
進
す
る
た
め
に
住
宅
家
賃
の

助
成
や
空
き
家
の
改
修
補
助
⾦
に
よ
る
定
住
⽀

援
を
⾏

て
い
ま
す
�
移
住
者
の
⽅
々
が
増
え

て
き
た
⼀
つ
の
要
因
と
し
て
�
こ
う
し
た
取
り

組
み
の
成
果
が
少
し
づ
つ
出
て
き
た
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
�

27

46

総務省　住民基本台帳による人口動態より

 
先
ず
は
村
外
の
⽅
に
村
へ
の
関
⼼
を
持


て
も
ら
う
事
が
⼤
切
で
す
�
今
回
�
⽥
舎
暮

ら
し
の
本
に
掲
載
さ
れ
た
こ
と
で
�
多
く
の

⽅
々
に
下
北
⼭
村
を
知

て
も
ら
う
機
会
に

繋
が
り
ま
し
た
�

 
移
住
さ
れ
た
⽅
が
村
に
早
く
馴
染
む
た
め
に

は
�
⾏
政
の
適
切
な
サ
ポ
�
ト
を
は
じ
め
�
住

⺠
の
⽅
々
の
ご
協
⼒
が
必
要
不
可
⽋
で
す
�
今

後
と
も
本
村
の
移
住
促
進
事
業
に
ご
理
解
と
ご

協
⼒
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
�

移住交流体験施設むらんち

移住を検討する方、テレワークする
方、大学生が1ヶ月まで宿泊できる
施設。実際に生活を体験しながら、
移住前の情報収集ができる。令和６
年度の利用者は68名で、そのうち８
名が移住検討で利用した。
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奈
良
県
租
税
教
育
推
進
連
絡
協
議
会
長
賞

「
税
で
支
え
る
生
活
」

　
僕
た
ち
の
身
の
回
り
に
あ
る
も
の

は
、
税
金
で
支
え
ら
れ
て
い
る
も
の
が

多
く
、
僕
の
中
で
一
番
に
思
い
う
か
ぶ

の
が
ふ
る
さ
と
納
税
で
す
。

　
そ
も
そ
も
ふ
る
さ
と
納
税
と
は
何
か

と
い
う
と
、
全
国
の
応
援
し
た
い
地
域

に
寄
附
が
で
き
る
仕
組
み
の
こ
と
で
寄

附
金
の
使
い
道
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
。下
北
山
村
で
は
主
に
文
化
財
保
護
、

環
境
保
全
、
子
育
て
支
援
、
医
療
な
ど

に
使
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
地
域
に
貢
献

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
寄
附

の
返
礼
品
と
し
て
地
域
の
特
産
物
な
ど

が
貰
え
て
、
税
の
控
除
が
受
け
ら
れ
る

の
が
魅
力
的
で
す
。
自
分
が
納
め
た
税

金
の
使
い
道
を
自
分
で
直
接
指
定
で
き

る
唯
一
の
制
度
で
す
。
ふ
る
さ
と
納
税

で
寄
附
す
る
と
、
そ
の
自
治
体
の
特
産

品
、
名
産
品
、
特
典
な
ど
が
感
謝
の
印

と
し
て
、
贈
ら
れ
て
き
ま
す
。
こ
れ
ら

は
一
般
的
に
「
返
礼
品
」
と
言
わ
れ
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
仕
組
み
で
様
々
な
地

域
に
納
税
と
い
う
形
で
応
援
す
る
の
が

ふ
る
さ
と
納
税
で
す
。
こ
の
こ
と
を

知
っ
て
か
ら
、
僕
は
下
北
山
村
で
は
ど

の
よ
う
な
返
礼
品
を
出
し
て
い
る
の
か

気
に
な
り
、
調
べ
て
み
ま
し
た
。
す
る

と
、
木
の
遊
具
や
、
お
は
し
、
ま
な
板
、

池
原
ダ
ム
の
バ
ス
ボ
ー
ト
の
レ
ン
タ

ル
、
下
北
山
村
の
特
産
品
で
あ
る
春
ま

な
な
ど
が
あ
り
、
と
て
も
魅
力
的
な
も

の
ば
か
り
で
し
た
。
納
税
を
し
た
ら
村

の
助
け
に
な
る
し
、
納
税
を
し
て
く
れ

た
人
た
ち
が
村
の
特
産
品
が
も
ら
え
て

一
石
二
鳥
と
考
え
る
と
、
と
て
も
い
い

仕
組
み
だ
な
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
仕
組
み
が
あ
り
、
数
年

前
か
ら
ふ
る
さ
と
納
税
で
下
北
山
村
に

納
税
し
て
く
だ
さ
る
方
が
だ
ん
だ
ん
と

増
え
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で

僕
の
学
校
の
音
楽
室
に
新
し
い
ピ
ア
ノ

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
中
学
生

を
対
象
と
し
た
子
供
達
と
都
会
の
大
学

生
の
方
が
交
流
し
、
勉
強
を
教
え
て
く

れ
る
未
来
塾
な
ど
も
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
振
り
返
っ
て

み
る
と
、
税
金
は
僕
た
ち
の
生
活
を
支

え
、
豊
か
に
し
て
く
れ
て
い
る
の
だ
な

と
思
い
、
税
金
の
大
切
さ
を
改
め
て
感

じ
ま
し
た
。

　
下
北
山
村
は
人
口
が
少
な
く
、
過
疎

化
が
進
ん
で
い
る
地
域
な
の
で
、
税
収

も
少
な
く
、
ふ
る
さ
と
納
税
で
応
援
し

て
も
ら
え
る
こ
と
は
と
て
も
有
り
難
い

こ
と
で
す
。
数
あ
る
自
治
体
の
中
か
ら

　吉野税務署管内租税教育推進協議会では、吉野郡内の中学生の皆さんに、税や財政に対する考え

方をより深めていただくために、例年「税についての作文」を募集しています。

　令和６年度の募集では、吉野郡内の中学校10校から256編の応募がありました。

　その中で、下北山小中学校八年生　本田光一さん、八年生　上田優美さん、七年生　上平遥仁さ

んの作文が優秀と認められ表彰されました。

令和６年度　中学生「税についての作文」
　　　　　　　　　優秀作品に３名が選ばれました

選
ん
で
も
ら
う
こ
と
は
と
て
も
難
し

く
、
下
北
山
の
良
さ
や
魅
力
的
な
特
産

品
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
下
北
山
村
を
少
し
で
も
多
く
の

人
々
に
応
援
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
村

内
で
木
の
仕
事
を
し
て
い
る
僕
の
両
親

も
、
返
礼
品
の
一
つ
で
あ
る
ま
な
板
を

丁
寧
に
仕
上
げ
て
、
お
客
様
の
声
に
応

え
る
た
め
に
日
々
努
力
し
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
税
は
誰
か
が
誰
か
の

生
活
を
支
え
る
大
切
な
仕
組
み
で
あ
る

と
思
い
ま
し
た
。
僕
も
大
人
に
な
っ
た

ら
一
生
懸
命
働
い
て
税
金
を
納
め
て
誰

か
の
生
活
の
支
え
に
な
る
よ
う
に
が
ん

ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

吉
野
税
務
署
長
賞

「
税
金
の
大
切
さ
」

　
昨
年
、
私
の
住
ん
で
い
る
下
北
山
村

で
大
き
な
土
砂
崩
れ
が
あ
り
、
そ
の
土

砂
崩
れ
に
よ
っ
て
大
切
な
命
が
失
わ

れ
、
ま
た
、
大
き
な
怪
我
を
さ
れ
た
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　
村
民
の
生
活
に
必
要
な
大
切
な
道
路

が
長
い
間
通
行
止
め
に
な
っ
て
し
ま

い
、
私
達
の
生
活
は
と
て
も
不
便
に
な

下北山小中学校　八年

本田　光一

下北山小中学校　八年

上田　優美
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り
ま
し
た
。
様
々
な
人
達
が
相
談
し
合

い
、
仮
設
の
橋
を
建
て
て
く
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
が
、
費
用
が
七
億
円
も

か
か
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。
私
は
そ
ん
な
に
多
額
の
お
金
は
ど

こ
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
の
か
疑
問
に

思
い
、
父
に
話
を
聞
い
て
み
る
と
、
税

金
か
ら
出
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。そ
こ
で
私
は
、も
し
税
金
が
な
か
っ

た
ら
ど
う
な
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
と
考

え
て
み
ま
し
た
。

　
仮
橋
が
な
か
っ
た
六
か
月
も
の
間
、

た
く
さ
ん
困
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
例
え
ば
私
の
姉
は
受
験
生
で
ち
ょ

う
ど
受
験
シ
ー
ズ
ン
の
時
に
土
砂
崩
れ

が
起
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
車
で
四
～

五
時
間
か
か
る
迂
回
路
を
走
る
の
で
、

ど
こ
か
に
泊
ま
ら
な
い
と
い
け
ま
せ
ん

で
し
た
。
ほ
か
に
も
隣
村
の
上
北
山
村

に
職
場
が
あ
り
通
勤
し
て
い
る
人
も
、

い
つ
も
は
数
十
分
で
行
け
る
の
に
、
休

職
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
状
況
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
病
院
に
通
院
し
な

い
と
い
け
な
い
人
も
、
大
き
な
病
院
に

行
く
に
は
長
い
時
間
を
か
け
て
い
か
な

い
と
い
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
聞

い
た
話
に
よ
る
と
、
下
北
山
村
に
来
る

観
光
客
の
数
が
少
な
く
な
っ
た
り
、
実

家
が
下
北
山
村
に
あ
る
人
が
な
か
な
か

帰
っ
て
こ
れ
な
か
っ
た
り
し
た
そ
う
で

す
。

　
も
し
も
税
金
と
い
う
も
の
が
な
か
っ

た
ら
、今
で
も
仮
橋
が
で
き
て
お
ら
ず
、

こ
れ
か
ら
で
き
る
予
定
の
ト
ン
ネ
ル
も

で
き
ま
せ
ん
。
そ
う
考
え
る
と
、
や
は

り
税
金
は
本
当
に
大
切
な
も
の
だ
と
改

め
て
実
感
し
ま
し
た
。

　
私
は
今
ま
で
税
金
に
つ
い
て
は
マ
イ

ナ
ス
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
ま
し

た
。
例
え
ば
、
消
費
税
に
つ
い
て
買
い

物
す
る
と
き
、
な
ぜ
お
金
を
多
く
払
わ

な
く
て
は
い
け
な
い
の
だ
ろ
う
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
回
、
身
近

な
場
所
で
土
砂
崩
れ
が
起
き
、
私
自
身

も
と
て
も
困
っ
た
経
験
を
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
困
っ
た
こ
と
を
解
決
す
る

時
に
税
金
が
使
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
を
知
り
ま
し
た
。

　
私
た
ち
が
納
め
て
い
る
税
金
は
ま
わ

り
ま
わ
っ
て
、
世
の
中
全
体
の
為
に
も

使
わ
れ
て
い
る
し
、
一
人
ひ
と
り
の
生

活
を
良
く
す
る
た
め
に
も
役
に
立
っ
て

い
る
の
だ
な
と
思
い
う
れ
し
い
気
持
ち

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
経
験
を

通
し
て
、
税
金
の
大
切
さ
に
気
が
付
け

て
よ
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
税
金

に
つ
い
て
の
知
識
を
さ
ら
に
深
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

下
北
山
村
長
賞

「
私
た
ち
の
税
金
」

　
あ
る
日
、
コ
ン
ビ
ニ
に
行
っ
て
百
円

の
お
か
し
を
買
お
う
と
す
る
と
「
百
八

円
で
す
。」
と
言
わ
れ
、「
な
ぜ
八
円
も

プ
ラ
ス
さ
れ
た
ん
だ
ろ
う
。」
と
疑
問

に
思
い
ま
し
た
。
親
に
聞
い
て
み
る
と

商
品
を
買
う
際
に
は
消
費
税
を
払
う
必

要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。

　
消
費
税
は
税
金
の
う
ち
の
一
つ
で

す
。
税
金
は
私
た
ち
が
使
っ
て
い
る
教

科
書
の
費
用
や
国
民
の
医
療
費
、
公
園

の
整
備
な
ど
に
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

他
に
も
警
察
官
、
消
防
士
な
ど
み
ん
な

の
た
め
に
仕
事
を
す
る
人
た
ち
の
給
料

に
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
も
し
こ
の
税

金
が
無
か
っ
た
ら
こ
の
世
の
中
は
ど
う

な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
例
え
ば
、
税
金
に
よ
っ
て
無
償
と
さ

れ
て
い
る
義
務
教
育
が
受
け
ら
れ
な
く

な
る
と
、
学
校
に
通
う
た
め
に
小
学
生

は
年
間
約
九
十
七
万
五
千
円
、
中
学
生

は
年
間
約
百
十
二
万
二
千
円
を
個
人
で

負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
う
す

る
と
、
学
校
に
行
く
人
が
減
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
学
校
に
行
き
た
く
て
も
経

済
的
な
事
情
で
通
う
こ
と
が
で
き
な
い

人
が
で
て
く
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
な
る

と
平
等
に
教
育
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
。
実
際
に
学
校
に
行
け
な
く
な
る

こ
と
を
想
像
す
る
と
、
私
は
辛
く
な
り

ま
す
。

　
学
校
で
は
、
勉
強
だ
け
で
は
な
く
、

先
生
や
友
達
と
直
接
会
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
た
り
行
事
や
部
活

に
参
加
し
て
達
成
感
を
味
わ
っ
た
り
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
委
員

会
活
動
や
係
活
動
を
通
し
て
責
任
感
を

持
つ
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。
学
校
に
無
償
で
通
え

て
い
る
こ
と
は
、
本
当
に
あ
り
が
た
い

こ
と
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
私
は
、
買
い
物
で
消
費
税
を
支
払
っ

て
い
ま
す
。
大
人
は
所
得
税
や
酒
税
、

自
動
車
税
、
固
定
資
産
税
、
相
続
税
、

贈
与
税
な
ど
他
に
も
た
く
さ
ん
の
税
金

を
支
払
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
税
金

は
私
た
ち
の
日
常
生
活
を
支
え
る
た
め

に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
私
は
今
ま
で
税
金
の
こ
と
を
し
っ
か

り
と
考
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で

た
く
さ
ん
税
金
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と

を
知
り
ま
し
た
。
私
も
大
人
に
な
っ
た

ら
税
金
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

大
人
に
な
っ
て
も
税
金
が
私
た
ち
の
生

活
の
役
に
立
っ
て
い
る
こ
と
を
覚
え
て

お
き
た
い
で
す
。

下北山小中学校　七年

上平　遥仁
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　上北山村・下北山村合同で近畿税理士会吉野支部所属の税理士による、確定申告相談会を開催し

ます。

　税理士に申告書の書き方を無料で相談できるまたとない機会ですので、是非ご利用ください。

税理士による上北山村・下北山村合同
確定申告相談会を開催します

日　　　時

場　　　所

担　　　当

費　　　用

注　　　意

２月19日（水）

午前９時30分～午後４時（正午～午後１時は休憩時間）

上下北山合同税理士確定申告相談会

下北山スポーツ公園　小研修室

近畿税理士会　吉野支部所属の税理士

無料

株式等の譲渡、土地建物等の譲渡、山林の譲渡、相続税、贈与税に

ついての申告は取り扱っていません。別途税務署にご相談ください。

《吉野税務署で確定申告の申告相談等を希望される方へ》
➢ 確定申告会場の開設期間は、２月17日(月)から３月1７日(月)までです（土・日・祝日を除く）。
➢ 相談受付時間は、16時までになります （混雑状況により早めに相談受付を終了する場合があります。）。

➢ 入場には、「入場整理券」が必要です （ＬＩＮＥでの事前発行 が便利です。）。

《申告書等の作成について》

➢ 会場では、原原則則スマートフォンを利用した申告書の作成をしていただきます。
持ち物として、ご自身の『スマートフォン』と『マイナンバーカード』に加え、右
図を参考に『マイナンバーカード取得時に設定した暗証番号（４桁・６桁以上）』
を必ずご持参ください（カードを取得している方のみ）。

➢ パソコンによる申告希望の方は、長時間お待ちいただく場合があります。

《紙の申告書等の受付について》

➢ ご自宅で作成された紙の申告書等の提出について、令和７年１月から申告書等の控えに収受日付印の押なつは行

いませんので、ご注意ください。

☆ 画面が見やすく操作が簡単！ ⇒ スマホサイズに合わせた画面で"サササッ"と入力！

☆ カメラで給与所得の源泉徴収票を読み取れる！ ⇒ スマホでパシャリと"ラクラク"自動入力！

「国税庁ホームページ」へアクセス
・ 税務署に⾏く⼿間と時間がかかりません

１
STEP

申告書を作成２
STEP

３
STEP

国税庁ホームページからe-Taxで送信

印刷して郵送等で提出も可能です

確定申告

〒

（（e-Taxの送信方法は２通り）

マイナンバーカード方式
①マイナンバーカード ID・パスワード方式に対応した

ID・パスワード

ID・パスワード方式
① ID（利⽤者識別番号）
② パスワード（暗証番号）

・ 確定申告期間中は24時間いつでも利⽤ＯＫ
スマホ申告は
ここからスタート︕

・ 画面の案内に沿って⼊⼒すれば、

② マイナンバーカード
読取対応のスマホ

「ID・パスワード方式の届出完了通知」を確認︕
※ 申告書の控えと一緒に保管されている場合があります。

※ マイナンバーカードが普及するまでの
暫定的な対応です。

ID・PWが目印

税額などが自動計算され
簡単に作成できます

※パソコンの場合、ICカードリーダライタでも可

マイナンバーカードをお持ちでない方は…

令令和和６６年年分分 所所得得税税及及びび復復興興特特別別所所得得税税 ・・ 贈贈与与税税

のの確確定定申申告告はは、、３３月月1177日日（（月月））ままでででですす

前前年年同同様様、、「「土土地地やや建建物物等等のの譲譲渡渡所所得得」」、、「「金金地地金金ななどどのの総総合合譲譲渡渡」」、、「「山山林林所所得得」」、、「「贈贈与与税税」」のの相相談談はは、、
専専門門のの担担当当者者がが従従事事ししてていいるる「「曜曜日日指指定定」」ででのの対対応応ととななりりまますすののでで、、該該当当曜曜日日ににおお越越ししくくだだささいい。。

相相談談日日：：上上記記開開設設期期間間中中のの月月 ・・ 火火 ・・ 金金 曜曜日日（（３３／／４４（（火火））はは除除くく））

スマホ申告をおススメする理由！

全国で316万人が
自宅等からスマホで
申告しています

確定申告会場は、大変混雑します。

ををごご利利用用くくだだささいい!!

ごご自自宅宅等等かからら
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今年度は下北山村ふるさと納税が始まって
以来の「南朝みそフィーバー」の年でした。
みその写真を新しく変更したり、新規返礼品
「南朝みそ2㎏」を追加したことで魅力が
より伝わった結果、「フィーバー」が起こった
のでは…と思います。
今年も下北山村の魅力をふるさと納税を通して
広くお届けできるようしていきたいです。

寄附件数  603 件
寄附⾦額  13,771,000 円

下北山村
ふるさと納税に
ついて詳しくは
こちら→→→

ふるさと納税担当：片山

南朝みそフィーバー！南朝みそフィーバー！
有難いことに南朝みその

ご寄附を沢山いただいております！

南朝みそ1㎏　163個　339,000円
南朝みそ2㎏　50個　250,000円

（2024年~1月現在までのご寄附）

令和6年度12月分のふるさと納税実績

ご協力いただきました皆様
ありがとうございました。

　上北山村・下北山村合同で近畿税理士会吉野支部所属の税理士による、確定申告相談会を開催し

ます。

　税理士に申告書の書き方を無料で相談できるまたとない機会ですので、是非ご利用ください。

税理士による上北山村・下北山村合同
確定申告相談会を開催します

日　　　時

場　　　所

担　　　当

費　　　用

注　　　意

２月19日（水）

午前９時30分～午後４時（正午～午後１時は休憩時間）

上下北山合同税理士確定申告相談会

下北山スポーツ公園　小研修室

近畿税理士会　吉野支部所属の税理士

無料

株式等の譲渡、土地建物等の譲渡、山林の譲渡、相続税、贈与税に

ついての申告は取り扱っていません。別途税務署にご相談ください。
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　【奈良女子大学連携】　下北山エクステンションセンター定期通信

下北山村と学生との間で様々なつながりが生まれています！

「下北山エクステンションセンター」とは？
2023年11月より、上桑原の『つちのこパーク（旧保育所）』の一室に
下北山村と奈良国立大学機構（奈良女子大学・奈良教育大学）との
相互の教育・研究・事業創生の地域拠点として設立されました。

奈良女子大学特任助教
鈴木　靖子

ならじょ×つちのこパークコラボ企画商品販売開始！
昨年4月開講の授業『下北山学』から生まれたじゃばらの皮を使った新商品が、昨年12/7（土）に行われた
奈良マラソンEXPOにて販売開始されました。当日は、奈良女子大学の学生さんもお手伝いに駆けつけ、多く
の方がジャバラマヨネーズやジャバラバスソルトを購入してくださいました。また、奈良女子大学生協でも
期間限定でそれらの商品が販売されました。「つちのこアンバサダーズ」のメンバーが商品の説明やアンバ
サダーズのPRをしてくれました。アンバサダーメンバーも徐々に増え、大学と地域との連携の輪がどんどん
広がっています。

2月号

自衛官候補生（中途採用を含む）

【対象年齢】18歳以上33歳未満

※32歳の者は、採用予定月の１日から起算して３月に達する日の翌月の末日現

在、33歳に達しない者

【受付期間】年間を通じて実施

【試験期日】受付時又は自衛隊奈良地方協力本部ＨＰにてお知らせします。

【試験種目】筆記試験、口述試験、適性検査、身体検査等

お問合せお申込み

自衛隊奈良地方協力本部　五條地域事務所

〒637-0004  五條市今井５丁目１-12  サンタウン２階

☎０７４７－２２－３７８９

自衛官募集のお知らせ

入　札　日

令和６年５月23日

令和６年５月30日

令和６年７月18日

令和６年７月18日

令和６年７月18日

令和６年７月23日

令和６年８月21日

令和６年８月21日

令和６年８月28日

令和６年９月９日

令和６年９月11日

令和６年９月11日

令和６年９月27日

令和６年９月27日

令和６年11月29日

令和６年11月29日

令和６年12月17日

令和６年12月17日

令和６年12月17日

令和６年12月23日

場所

三重県

寺垣内

上池原

上池原

上池原

上池原

上池原

下池原

上池原

寺垣内

寺垣内

上池原

池　峰

寺垣内

下桑原

佐　田

前　鬼

前　鬼

上桑原

上池原

工　　　事　　　名

林道備後川線災害復旧事業工事

下北山村屋内運動場改修（Ⅰ期）工事

村道池郷線道路災害防除工事

移住促進施設改修工事

池原浄水場２系統補修工事

教職員住宅新築（Ⅱ期）工事

小又谷橋補修工事

林道トボト谷線県単改良工事

きなりの湯温泉棟屋根改修工事

下北山村国民健康保険診療所移転新築工事

下北山村役場庁舎駐車場整備工事（第Ⅰ期）

旧建物（第三相互銀行・教員住宅）解体工事

池の平公園東屋建替え工事

寺垣内コミュニティーセンター屋根改修工事

西の川河道整備工事

仮称村道カシモチ線道路新設（３期）工事

村道前鬼釈迦線道路災害防除（１工区）工事

村道前鬼釈迦線道路災害防除（２工区）工事

村道不動線路側擁壁改修工事

下北山スポーツ公園テニスコート改修工事

落札者

㈱光栄建設

㈱田中建設

㈲ 大 崎 組

㈲ 大 崎 組

㈲大進工業

㈱ 森 下 組

㈱北山工業

㈱光栄建設

㈲大進工業

㈱ 森 下 組

㈱北山工業

㈱北山工業

㈲ 大 崎 組

㈱田中建設

㈲ 大 崎 組

㈱田中建設

㈲大進工業

平和建設㈱

㈱田中建設

㈱ 東 田 組

落札金額

5,830,000円

46,376,000円

27,302,000円

9,845,000円

31,240,000円

169,950,000円

32,505,000円

6,226,000円

10,934,000円

302,792,600円

33,550,000円

34,705,000円

3,179,000円

7,480,000円

16,665,000円

27,302,000円

12,683,000円

13,134,000円

6,556,000円

30,679,000円

令和６年度　公共工事入札結果
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自衛官候補生（中途採用を含む）

【対象年齢】18歳以上33歳未満

※32歳の者は、採用予定月の１日から起算して３月に達する日の翌月の末日現

在、33歳に達しない者

【受付期間】年間を通じて実施

【試験期日】受付時又は自衛隊奈良地方協力本部ＨＰにてお知らせします。

【試験種目】筆記試験、口述試験、適性検査、身体検査等

お問合せお申込み

自衛隊奈良地方協力本部　五條地域事務所

〒637-0004  五條市今井５丁目１-12  サンタウン２階

☎０７４７－２２－３７８９

自衛官募集のお知らせ

入　札　日

令和６年５月23日

令和６年５月30日

令和６年７月18日

令和６年７月18日

令和６年７月18日

令和６年７月23日

令和６年８月21日

令和６年８月21日

令和６年８月28日

令和６年９月９日

令和６年９月11日

令和６年９月11日

令和６年９月27日

令和６年９月27日

令和６年11月29日

令和６年11月29日

令和６年12月17日

令和６年12月17日

令和６年12月17日

令和６年12月23日

場所

三重県

寺垣内

上池原

上池原

上池原

上池原

上池原

下池原

上池原

寺垣内

寺垣内

上池原

池　峰

寺垣内

下桑原

佐　田

前　鬼

前　鬼

上桑原

上池原

工　　　事　　　名

林道備後川線災害復旧事業工事

下北山村屋内運動場改修（Ⅰ期）工事

村道池郷線道路災害防除工事

移住促進施設改修工事

池原浄水場２系統補修工事

教職員住宅新築（Ⅱ期）工事

小又谷橋補修工事

林道トボト谷線県単改良工事

きなりの湯温泉棟屋根改修工事

下北山村国民健康保険診療所移転新築工事

下北山村役場庁舎駐車場整備工事（第Ⅰ期）

旧建物（第三相互銀行・教員住宅）解体工事

池の平公園東屋建替え工事

寺垣内コミュニティーセンター屋根改修工事

西の川河道整備工事

仮称村道カシモチ線道路新設（３期）工事

村道前鬼釈迦線道路災害防除（１工区）工事

村道前鬼釈迦線道路災害防除（２工区）工事

村道不動線路側擁壁改修工事

下北山スポーツ公園テニスコート改修工事

落札者

㈱光栄建設

㈱田中建設

㈲ 大 崎 組

㈲ 大 崎 組

㈲大進工業

㈱ 森 下 組

㈱北山工業

㈱光栄建設

㈲大進工業

㈱ 森 下 組

㈱北山工業

㈱北山工業

㈲ 大 崎 組

㈱田中建設

㈲ 大 崎 組

㈱田中建設

㈲大進工業

平和建設㈱

㈱田中建設

㈱ 東 田 組

落札金額

5,830,000円

46,376,000円

27,302,000円

9,845,000円

31,240,000円

169,950,000円

32,505,000円

6,226,000円

10,934,000円

302,792,600円

33,550,000円

34,705,000円

3,179,000円

7,480,000円

16,665,000円

27,302,000円

12,683,000円

13,134,000円

6,556,000円

30,679,000円

令和６年度　公共工事入札結果
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　奈良県広域消防組合管内では、昨年令和６年に266件の火災が発生しています。寒い季節となり

火災件数は上昇傾向です。これ以上悲惨な火災を起こさないよう、自宅の防火対策は万全か、今一

度見直しましょう。

■住宅用火災警報器

　住宅火災における死者の大半は煙による一酸化炭素中毒を原因とし

た逃げ遅れによるものです。

　こうした逃げ遅れを防ぐために住宅用火災警報器の設置が義務付け

られています。

⇒設置する必要がある場所・・・寝室、階段上、台所（任意）

　※詳しくは吉野消防署まで

■感震ブレーカー

　大地震発生時、火災の約6割が停電復旧後の通電による転倒・破損した器具や配線からの出火等

が原因です。そういった電気火災対策には、自動で電気を遮断する感震ブレーカーが非常に有効的

です。電気火災から命を守るために、感震ブレーカーの設置を検討してはいかがですか？？

■住宅用消火器

　消火器といえばお店などに設置されているイメージですが、住宅

用の小型消火器もホームセンターなどで簡単に購入することができ

ます。消火器は初期消火する上で非常に有効なものです。

万が一初期消火ができず、炎が大きくなってしまった場合は

迷わず避難し、119番通報しましょう！

奈良県広域消防組合　吉野消防署

℡ 0746-32-1011

防ごう！　住宅火災

　国
民
年
金
基
金
は
、
国
民
年
金
（
老

後
基
礎
年
金
）
に
上
乗
せ
す
る
公
的
な

年
金
で
す
。
自
営
業
や
フ
リ
ー
ラ
ン
ス

な
ど
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
で

保
険
料
を
納
め
て
い
る
20
歳
以
上
60
歳

未
満
の
方
が
加
入
で
き
ま
す
。

　ま
た
、
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
や

海
外
に
居
住
し
て
国
民
年
金
に
任
意
加

入
し
て
い
る
方
も
加
入
で
き
ま
す
。

　受
け
取
る
年
金
額
は
加
入
時
に
確
定

す
る
の
で
、
将
来
の
生
活
設
計
を
た
て

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　掛
金
は
希
望
す
る
年
金
の
型
・
口
数
・

年
齢
・
性
別
で
決
ま
り
、
加
入
後
も
変

更
で
き
ま
す
。

　年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
、
社
会

保
険
料
と
し
て
全
額
が
所
得
か
ら
控
除

さ
れ
ま
す
。

　ま
た
、
受
け
取
る
年
金
に
も
公
的
年

金
等
控
除
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

【
お
問
合
せ
先
】

全
国
国
民
年
金
基
金

　近
畿
支
部

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

０
１
２
０

－

６
５

－

４
１
９
２

　年
が
明
け
た
と
思
っ
た
ら
、
暦
の
上

で
は
す
で
に
春
を
迎
え
て
い
ま
す
ね
。

今
年
も
ど
ん
な
美
し
い
桜
を
拝
め
る
の

か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
ま
だ

ま
だ
寒
さ
は
厳
し
い
で
す
の
で
、
体
調

管
理
に
は
十
分
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い

ね
！

イ
ス
de
ヨ
ガ
＆
音
楽
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室

　「
何
か
体
を
動
か
し
た
い
け
ど
膝
が

…
」「
本
格
的
な
運
動
は
ち
ょ
っ
と
…
」

と
い
う
方
に
お
ス
ス
メ
の
椅
子
ヨ
ガ
＆

楽
し
い
音
楽
に
合
わ
せ
て
簡
単
な
体
操

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

　終
了
後
は
健
康
い
き
い
き
交
流
会

（
風
船
バ
レ
ー
）
を
実
施
し
ま
す
。
動

き
や
す
い
服
装
で
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
２
月
27
日
（
木
）

　
　
　
午
後
1
時
～
午
後
1
時
40
分

【
場
所
】
寺
垣
内
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
　
　
セ
ン
タ
ー

【
講
師
】
ヨ
ガ
講
師

　桝
井
紋
子 

先
生

【
持
ち
物
】
動
き
や
す
い
服
、
タ
オ
ル
、

　
　
　
　
飲
み
物

【
送
迎
】
要
予
約

※
健
康
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
対
象
事
業

懐
メ
ロ
歌
謡
教
室

　皆
さ
ん
の
大
好
き
な
歌
謡
曲
で
盛
り

上
が
り
ま
し
ょ
う
。音
楽
を
愛
す
る
人
、

歌
う
こ
と
が
大
好
き
な
人
、
皆
様
の
ご

参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
日
時
】
３
月
４
日
（
火
）

　
　
　
午
前
10
時
30
分
～
正
午

【
講
師
】
音
楽
療
法
士

　福
田 

朝
子

【
場
所
】
下
北
山
村
保
健
セ
ン
タ
ー

【
参
加
費
】
無
料

【
送
迎
】
要
事
前
申
込
み

【
持
ち
物
】
飲
み
物

※
健
康
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
対
象

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
教
室

　ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
２

本
の
ポ
ー
ル
（
ス
ト
ッ
ク
）
を
使
っ
て

ご
存
じ
で
す
か
？

　
　
　国
民
年
金
基
金

歩
く
こ
と
で
、
足
へ
の
負
担
を
減
ら
し

て
長
く
歩
け
ま
す
。
性
別
を
問
わ
ず
に

楽
し
め
、ダ
イ
エ
ッ
ト
に
効
果
的
で
す
。

普
段
と
少
し
違
っ
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

一
緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

【
日
時
】
３
月
12
日
（
水
）

　
　
　
午
前
10
時
30
分
～
正
午

【
場
所
】
下
北
山
ス
ポ
ー
ツ
公
園
入
口

【
対
象
】
村
内
在
住
の
方

【
参
加
費
】
無
料

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　保
健
セ
ン
タ
ー

　６
―
０
０
１
５

健
康
と
長
寿
の
集
い

　延
期
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
健
康
と

長
寿
の
集
い
を
６
年
ぶ
り
に
開
催
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
日
時
】
３
月
16
日
（
日
）

　
　
　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
２
時

【
場
所
】
下
北
山
村
体
育
館

　
　
　（
旧
小
学
校
体
育
館
）

【
送
迎
】
あ
り

※
詳
細
は
回
覧
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

保
健
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ
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　奈良県広域消防組合管内では、昨年令和６年に266件の火災が発生しています。寒い季節となり

火災件数は上昇傾向です。これ以上悲惨な火災を起こさないよう、自宅の防火対策は万全か、今一

度見直しましょう。

■住宅用火災警報器

　住宅火災における死者の大半は煙による一酸化炭素中毒を原因とし

た逃げ遅れによるものです。

　こうした逃げ遅れを防ぐために住宅用火災警報器の設置が義務付け

られています。

⇒設置する必要がある場所・・・寝室、階段上、台所（任意）

　※詳しくは吉野消防署まで

■感震ブレーカー

　大地震発生時、火災の約6割が停電復旧後の通電による転倒・破損した器具や配線からの出火等

が原因です。そういった電気火災対策には、自動で電気を遮断する感震ブレーカーが非常に有効的

です。電気火災から命を守るために、感震ブレーカーの設置を検討してはいかがですか？？

■住宅用消火器

　消火器といえばお店などに設置されているイメージですが、住宅

用の小型消火器もホームセンターなどで簡単に購入することができ

ます。消火器は初期消火する上で非常に有効なものです。

万が一初期消火ができず、炎が大きくなってしまった場合は

迷わず避難し、119番通報しましょう！

奈良県広域消防組合　吉野消防署

℡ 0746-32-1011

防ごう！　住宅火災

　国
民
年
金
基
金
は
、
国
民
年
金
（
老

後
基
礎
年
金
）
に
上
乗
せ
す
る
公
的
な

年
金
で
す
。
自
営
業
や
フ
リ
ー
ラ
ン
ス

な
ど
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
で

保
険
料
を
納
め
て
い
る
20
歳
以
上
60
歳

未
満
の
方
が
加
入
で
き
ま
す
。

　ま
た
、
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
や

海
外
に
居
住
し
て
国
民
年
金
に
任
意
加

入
し
て
い
る
方
も
加
入
で
き
ま
す
。

　受
け
取
る
年
金
額
は
加
入
時
に
確
定

す
る
の
で
、
将
来
の
生
活
設
計
を
た
て

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　掛
金
は
希
望
す
る
年
金
の
型
・
口
数
・

年
齢
・
性
別
で
決
ま
り
、
加
入
後
も
変

更
で
き
ま
す
。

　年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
、
社
会

保
険
料
と
し
て
全
額
が
所
得
か
ら
控
除

さ
れ
ま
す
。

　ま
た
、
受
け
取
る
年
金
に
も
公
的
年

金
等
控
除
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

【
お
問
合
せ
先
】

全
国
国
民
年
金
基
金

　近
畿
支
部

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

０
１
２
０

－

６
５

－

４
１
９
２

　年
が
明
け
た
と
思
っ
た
ら
、
暦
の
上

で
は
す
で
に
春
を
迎
え
て
い
ま
す
ね
。

今
年
も
ど
ん
な
美
し
い
桜
を
拝
め
る
の

か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
ま
だ

ま
だ
寒
さ
は
厳
し
い
で
す
の
で
、
体
調

管
理
に
は
十
分
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い

ね
！

イ
ス
de
ヨ
ガ
＆
音
楽
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室

　「
何
か
体
を
動
か
し
た
い
け
ど
膝
が

…
」「
本
格
的
な
運
動
は
ち
ょ
っ
と
…
」

と
い
う
方
に
お
ス
ス
メ
の
椅
子
ヨ
ガ
＆

楽
し
い
音
楽
に
合
わ
せ
て
簡
単
な
体
操

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

　終
了
後
は
健
康
い
き
い
き
交
流
会

（
風
船
バ
レ
ー
）
を
実
施
し
ま
す
。
動

き
や
す
い
服
装
で
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
２
月
27
日
（
木
）

　
　
　
午
後
1
時
～
午
後
1
時
40
分

【
場
所
】
寺
垣
内
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
　
　
セ
ン
タ
ー

【
講
師
】
ヨ
ガ
講
師

　桝
井
紋
子 

先
生

【
持
ち
物
】
動
き
や
す
い
服
、
タ
オ
ル
、

　
　
　
　
飲
み
物

【
送
迎
】
要
予
約

※
健
康
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
対
象
事
業

懐
メ
ロ
歌
謡
教
室

　皆
さ
ん
の
大
好
き
な
歌
謡
曲
で
盛
り

上
が
り
ま
し
ょ
う
。音
楽
を
愛
す
る
人
、

歌
う
こ
と
が
大
好
き
な
人
、
皆
様
の
ご

参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
日
時
】
３
月
４
日
（
火
）

　
　
　
午
前
10
時
30
分
～
正
午

【
講
師
】
音
楽
療
法
士

　福
田 

朝
子

【
場
所
】
下
北
山
村
保
健
セ
ン
タ
ー

【
参
加
費
】
無
料

【
送
迎
】
要
事
前
申
込
み

【
持
ち
物
】
飲
み
物

※
健
康
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
対
象

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
教
室

　ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
２

本
の
ポ
ー
ル
（
ス
ト
ッ
ク
）
を
使
っ
て

ご
存
じ
で
す
か
？

　
　
　国
民
年
金
基
金

歩
く
こ
と
で
、
足
へ
の
負
担
を
減
ら
し

て
長
く
歩
け
ま
す
。
性
別
を
問
わ
ず
に

楽
し
め
、ダ
イ
エ
ッ
ト
に
効
果
的
で
す
。

普
段
と
少
し
違
っ
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

一
緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

【
日
時
】
３
月
12
日
（
水
）

　
　
　
午
前
10
時
30
分
～
正
午

【
場
所
】
下
北
山
ス
ポ
ー
ツ
公
園
入
口

【
対
象
】
村
内
在
住
の
方

【
参
加
費
】
無
料

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　保
健
セ
ン
タ
ー

　６
―
０
０
１
５

健
康
と
長
寿
の
集
い

　延
期
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
健
康
と

長
寿
の
集
い
を
６
年
ぶ
り
に
開
催
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
日
時
】
３
月
16
日
（
日
）

　
　
　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
２
時

【
場
所
】
下
北
山
村
体
育
館

　
　
　（
旧
小
学
校
体
育
館
）

【
送
迎
】
あ
り

※
詳
細
は
回
覧
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

保
健
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ
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園
児
に
よ
る
キ
ッ
ズ
ポ
リ
ス
が
村
内
を

啓
発　村

内
の
役
場
・
事
業
所
を
キ
ッ
ズ
ポ

リ
ス
（
園
児
の
お
ま
わ
り
さ
ん
）
が
訪

問
し
、
１
１
０
番
を
正
し
く
利
用
す
る

よ
う
に
、
元
気
に
声
掛
け
を
し
て
く
れ

ま
し
た
。

駐在さん通信駐在さん通信

　１
１
０
番
は
緊
急
時
に
利
用
し
ま

し
ょ
う
。

特
殊
詐
欺
増
加
中

奈
良
県
内
の
昨
年
中
の

•
被
害
件
数

　２
７
０
件

•
被
害
額
約

　13
億
４
３
０
０
万
円

　令
和
６
年
中
、
最
も
多
か
っ
た
手
口

は
、犯
人
が
電
話
会
社
等
を
名
乗
っ
て
、

未
払
い
の
お
金
が
あ
る
と
騙
し
て
「
今

す
ぐ
Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
お
金
を
振
り
込
ん
で

く
だ
さ
い
」
と
振
り
込
ま
せ
る
「
架
空

料
金
請
求
」
と
い
う
手
口
で
し
た
。Ａ

Ｔ
Ｍ
を
操
作
し
て
、
還
付
金
が
戻
っ
て

く
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

•
詐
欺
の
入
り
口
は
固
定
電
話
で
す
。

留
守
番
電
話
や
電
話
の
防
犯
機
能
を

使
っ
て
詐
欺
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

•
電
話
が
掛
か
っ
て
き
た
ら
、
一
人
で

悩
ん
だ
り
、
す
ぐ
に
金
融
機
関
に
向

か
わ
ず
、
警
察
や
家
族
・
ご
近
所
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

交
通
事
故
に
ご
注
意
を
！

奈
良
県
内
で
令
和
６
年
中
に
発
生
し
た

•
人
身
事
故
件
数（
け
が
の
あ
る
事
故
）

　２
，
９
４
８
件

•
死
者
数
23
人
（
う
ち
高
齢
者
14
人
）

•
物
損
事
故
件
数

　３
７
，
８
５
８
件

　死
者
数
は
前
年
か
ら
減
少
し
て
い
ま

す
が
、
人
身
事
故
・
物
損
事
故
件
数
が

前
年
か
ら
増
加
し
て
い
ま
す
。

　交
通
事
故
は
日
々
発
生
し
て
い
ま
す

の
で
、
日
頃
か
ら
安
全
運
転
を
心
が
け

て
く
だ
さ
い
。

　ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
か
ら
大
き
な
事

故
に
な
る
こ
と
も
多
く
、
普
段
か
ら
注

意
し
て
運
転
し
て
く
だ
さ
い
。

　車
に
乗
れ
ば
走
り
出
す
前
に
す
ぐ
に

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用

を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　速
度
は
控
え
て
、
交
差
点
・
カ
ー
ブ

の
手
前
で
は
一
旦
停
止
・
減
速
を
。

　横
断
歩
道
は
歩
行
者
が
優
先
で
す
。

歩
行
者
を
よ
く
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　少
し
ず
つ
日
が
長
く
な
っ
て
き
ま
し

た
が
、
夕
方
か
ら
夜
間
は
交
通
事
故
が

多
く
発
生
す
る
時
間
帯
で
す
。

　自
動
車
は
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
の
早
め
の

点
灯
や
対
向
車
両
・
前
方
車
両
が
な
い

と
き
は
ハ
イ
ビ
ー
ム
を
有
効
活
用
し
、

少
し
で
も
は
や
く
歩
行
者
や
野
生
動
物

を
発
見
し
、
交
通
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ

う
。　ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
・
散
歩
等
で
少
し
で

も
薄
暗
い
、
暗
い
時
間
帯
は
、
必
ず
反

射
材
を
着
け
て
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い

よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　特
殊
詐
欺
や
交
通
事
故
以
外
に
も
身

近
に
家
の
中
で
の
自
己
転
倒
や
、
火
の

不
始
末
か
ら
の
火
災
等
が
、
特
に
寒
い

時
期
に
よ
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
き
ま
す
が
各

自
で
普
段
か
ら
油
断
す
る
こ
と
な
く
、

事
件
・
事
故
に
注
意
し
て
過
ご
し
ま

し
ょ
う
。

　当組合では、「住民参加型広報イベント」として、「消防フェ

ス2025」を下記のとおり開催します。当日は、消防車両の展

示や体験を主とした特設ブースに加え、

防火・防災啓発ショー、組合マスコット

キャラクター「まほろ隊長」と市町村キャ

ラクターとの記念撮影、奈良県立畝傍高

等学校吹奏楽部の演奏といったイベント

の実施を予定しています。

【開催日時】

令和７年３月15日（土）10時00分～15時00分

【開催場所】

橿原運動公園 まほろば広場 他（橿原市雲梯町323‐２）

【アクセス】

近鉄南大阪線「坊城駅」徒歩約10分

※イベント開催時には周辺道路の渋滞が予想されます。また、

駐車台数にも限りがありますので、ご来場の際は公共交通

機関をご利用ください。

詳しくは、組合のホームページをご覧ください。

URL：http://www.naraksk119.jp/

　（「消防フェス2025」開催記事のＱＲコード）⇒

※組合公式Instagramでも情報発信中！

【問い合わせ先】

　奈良県広域消防組合 消防本部総務部総務課

　「消防フェス2025」担当

　０７４４－２６－０１１９

こ
ち
いだ

ん
せ
い

し
ご
と

し
ご
と

ひ
とち

が
つ
ぎ

ほ
んきき
に
ん

じ
じ
ょ
う

り

し
ご
と

お
も だ

んこ
そ
だ

こ
そ
だ

か

じ

じ
ょ
せ
い

か
い
ご

お
な

せ
い

じ
ょ
せ
い

た
んわ

た
し と

う

し
た

う
まは

い
り
ょ

こ わ
た
し

い

か
れ

し
ゅっ
ち
ょ
う

し
ゅっ
ち
ょ
う

む

り

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

福

　山

　ヤ
ス
ヘ 

さ
ん
（
佐

　田
）

12
月
28
日
逝
去

　
　
　
　

享
年
102
才

奥

　
　
　博

　義 

さ
ん
（
下
池
原
）

１
月
１
日
逝
去

　
　
　
　

享
年
77
才

下
桑
原
（
１
月
14
日
）

瀧
巖
寺
梅
花
講

　さ
ん

シ
ル
バ
ー
募
金
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、

　
　
　
　
　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

奈良県広域消防組合
「消防フェス2025」開催！！
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園
児
に
よ
る
キ
ッ
ズ
ポ
リ
ス
が
村
内
を

啓
発　村

内
の
役
場
・
事
業
所
を
キ
ッ
ズ
ポ

リ
ス
（
園
児
の
お
ま
わ
り
さ
ん
）
が
訪

問
し
、
１
１
０
番
を
正
し
く
利
用
す
る

よ
う
に
、
元
気
に
声
掛
け
を
し
て
く
れ

ま
し
た
。

駐在さん通信駐在さん通信

　１
１
０
番
は
緊
急
時
に
利
用
し
ま

し
ょ
う
。

特
殊
詐
欺
増
加
中

奈
良
県
内
の
昨
年
中
の

•
被
害
件
数

　２
７
０
件

•
被
害
額
約

　13
億
４
３
０
０
万
円

　令
和
６
年
中
、
最
も
多
か
っ
た
手
口

は
、犯
人
が
電
話
会
社
等
を
名
乗
っ
て
、

未
払
い
の
お
金
が
あ
る
と
騙
し
て
「
今

す
ぐ
Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
お
金
を
振
り
込
ん
で

く
だ
さ
い
」
と
振
り
込
ま
せ
る
「
架
空

料
金
請
求
」
と
い
う
手
口
で
し
た
。Ａ

Ｔ
Ｍ
を
操
作
し
て
、
還
付
金
が
戻
っ
て

く
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

•
詐
欺
の
入
り
口
は
固
定
電
話
で
す
。

留
守
番
電
話
や
電
話
の
防
犯
機
能
を

使
っ
て
詐
欺
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

•
電
話
が
掛
か
っ
て
き
た
ら
、
一
人
で

悩
ん
だ
り
、
す
ぐ
に
金
融
機
関
に
向

か
わ
ず
、
警
察
や
家
族
・
ご
近
所
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

交
通
事
故
に
ご
注
意
を
！

奈
良
県
内
で
令
和
６
年
中
に
発
生
し
た

•
人
身
事
故
件
数（
け
が
の
あ
る
事
故
）

　２
，
９
４
８
件

•
死
者
数
23
人
（
う
ち
高
齢
者
14
人
）

•
物
損
事
故
件
数

　３
７
，
８
５
８
件

　死
者
数
は
前
年
か
ら
減
少
し
て
い
ま

す
が
、
人
身
事
故
・
物
損
事
故
件
数
が

前
年
か
ら
増
加
し
て
い
ま
す
。

　交
通
事
故
は
日
々
発
生
し
て
い
ま
す

の
で
、
日
頃
か
ら
安
全
運
転
を
心
が
け

て
く
だ
さ
い
。

　ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
か
ら
大
き
な
事

故
に
な
る
こ
と
も
多
く
、
普
段
か
ら
注

意
し
て
運
転
し
て
く
だ
さ
い
。

　車
に
乗
れ
ば
走
り
出
す
前
に
す
ぐ
に

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用

を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　速
度
は
控
え
て
、
交
差
点
・
カ
ー
ブ

の
手
前
で
は
一
旦
停
止
・
減
速
を
。

　横
断
歩
道
は
歩
行
者
が
優
先
で
す
。

歩
行
者
を
よ
く
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　少
し
ず
つ
日
が
長
く
な
っ
て
き
ま
し

た
が
、
夕
方
か
ら
夜
間
は
交
通
事
故
が

多
く
発
生
す
る
時
間
帯
で
す
。

　自
動
車
は
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
の
早
め
の

点
灯
や
対
向
車
両
・
前
方
車
両
が
な
い

と
き
は
ハ
イ
ビ
ー
ム
を
有
効
活
用
し
、

少
し
で
も
は
や
く
歩
行
者
や
野
生
動
物

を
発
見
し
、
交
通
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ

う
。　ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
・
散
歩
等
で
少
し
で

も
薄
暗
い
、
暗
い
時
間
帯
は
、
必
ず
反

射
材
を
着
け
て
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い

よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　特
殊
詐
欺
や
交
通
事
故
以
外
に
も
身

近
に
家
の
中
で
の
自
己
転
倒
や
、
火
の

不
始
末
か
ら
の
火
災
等
が
、
特
に
寒
い

時
期
に
よ
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
き
ま
す
が
各

自
で
普
段
か
ら
油
断
す
る
こ
と
な
く
、

事
件
・
事
故
に
注
意
し
て
過
ご
し
ま

し
ょ
う
。

　当組合では、「住民参加型広報イベント」として、「消防フェ

ス2025」を下記のとおり開催します。当日は、消防車両の展

示や体験を主とした特設ブースに加え、

防火・防災啓発ショー、組合マスコット

キャラクター「まほろ隊長」と市町村キャ

ラクターとの記念撮影、奈良県立畝傍高

等学校吹奏楽部の演奏といったイベント

の実施を予定しています。

【開催日時】

令和７年３月15日（土）10時00分～15時00分

【開催場所】

橿原運動公園 まほろば広場 他（橿原市雲梯町323‐２）

【アクセス】

近鉄南大阪線「坊城駅」徒歩約10分

※イベント開催時には周辺道路の渋滞が予想されます。また、

駐車台数にも限りがありますので、ご来場の際は公共交通

機関をご利用ください。

詳しくは、組合のホームページをご覧ください。

URL：http://www.naraksk119.jp/

　（「消防フェス2025」開催記事のＱＲコード）⇒

※組合公式Instagramでも情報発信中！

【問い合わせ先】

　奈良県広域消防組合 消防本部総務部総務課

　「消防フェス2025」担当

　０７４４－２６－０１１９

こ
ち
いだ

ん
せ
い

し
ご
と

し
ご
と

ひ
とち

が
つ
ぎ

ほ
んきき
に
ん

じ
じ
ょ
う

り

し
ご
と

お
も だ

んこ
そ
だ

こ
そ
だ

か

じ

じ
ょ
せ
い

か
い
ご

お
な

せ
い

じ
ょ
せ
い

た
んわ

た
し と

う

し
た

う
まは

い
り
ょ

こ わ
た
し

い

か
れ

し
ゅっ
ち
ょ
う

し
ゅっ
ち
ょ
う

む

り

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

福

　山

　ヤ
ス
ヘ 

さ
ん
（
佐

　田
）

12
月
28
日
逝
去

　
　
　
　

享
年
102
才

奥

　
　
　博

　義 

さ
ん
（
下
池
原
）

１
月
１
日
逝
去

　
　
　
　

享
年
77
才

下
桑
原
（
１
月
14
日
）

瀧
巖
寺
梅
花
講

　さ
ん

シ
ル
バ
ー
募
金
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、

　
　
　
　
　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

奈良県広域消防組合
「消防フェス2025」開催！！
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赤ちゃん誕生祝い金を交付しました

下北山保育所　園児による発表会

きなりの郷とは…純粋、素朴、まざりけのないと言った意味で、「本物の暮らしのある村」という願いを込めた言葉です。

広報 令和７年 （2025）

赤ちゃんの誕生を祝福し、あわせて健やかな成長を願い
「赤ちゃん誕生祝い金」が交付されました。

草野　まな　ちゃん（父・涼さん　母・みなみさん）
（令和6年8月6日生まれ）
　「父ちゃんのつくる下北春まなの様に、強く、
　　　　　　　　　　　　　ユニークに育ってね！」

　令和６年12月14日、園児27名による発表会が小中学校体育館で行わ

れました。

　今回の発表会は、子どもの祖父母（村外）やご近所の方のご来場もあり、

例年より多くの方にお越しくださり、子どもたちも大変喜んでおりました。

　約１ヶ月の間、子どもたちは全体練習・組別練習を何度も反復練習し、

セリフやダンスを必死に覚えようと頑張ってくれました。子どもたちは、お父さ

んやお母さんに成長した姿を見てもらおうと一生懸命舞台上を駆け回り、本

番はその成果が表現できた発表会となりました。

広報誌に掲載しきれない写真や情報などをインターネットで発信していますので、ぜひご覧ください！

村の情報を発信しています

▲村の暮らしを届ける
ウェブサイト「きなりと」

▲LINE ▲YouTube ▲Facebook ▲Instagram

二十歳のつどい

人の動き

http://www.vill.shimokitayama.nara.jp/

発　行 下北山村役場
奈良県吉野郡下北山村大字寺垣内1002番地

㈹07468－6－0001

〒639-3803

令和６年12月31日現在

転入　１人
出生　０人
転出　１人
死亡　１人

人　口
男
女
世帯数

796人
371人
425人
509戸

先月比
1）
1）
2）
1）

（－
（＋
（－
（－
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